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東京都立大学教授 

国際委員会委員 

ITA 小委員会委員長 

１．ITA理事会の開催概要（予定を含む） 

開催日 開催場所 議事等 関連イベント 

2025.5.16 ストックホルム 新メンバーによる理事会 第 51 回総会、WTC2025 

2025.5.28 ウェブ会議   

2025.7.5～7.6 ジュネーブ WTC2025 の総括、登記書類への署名  

2025.10.4～10.5 ベオグラード 今後の活動方針の確認 ITA Awards、SETC（東南

ヨーロッパトンネル会議） 

2025.12.6～12.7 東京 第 52 回総会準備  

2026.3.7～3.8 マニラ 第 52 回総会議事の最終確認  

2026.5.16 モントリオール 第 52 回総会、WTC2026 の準備 第 52 回総会、WTC2026 

2026.5.21 モントリオール 新理事紹介、WTC2026 の要約  

 

２．ITA理事会の活動概要報告 

（1） ITA 理事会（以下、ExCo と表記）の業務 

基本的に、副会長には主要業務と個別業務、理事には個別業務が割り当てられる。 

主要業務の主なものは以下のとおり。 

・WTC（世界トンネル会議）の運営：オープンセッションや記念講演の調整・運営、候補国調整 

・ITA Award（ITA トンネル大賞）の運営：会全体の統括、セッションの運営、候補国調整 

・スポンサー等との調整：メンバーの募集やメンバーからの意見徴収と取りまとめなど 

・技術部会（WG）や下部組織との連絡調整：WG の再編、委員会（ITA-tech 等）との調整など 

（2） 砂金理事担当のタスク 

・WG6（維持管理）と WG21（ﾗｲﾌｻｲｸﾙｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）の tutor ： WG の再編（合併）を見越した選出 

・WG と Committee の再編 ： 極めて重い課題と認識 

・Tunnel/Failures の tutor ： 前会長（Arnold Dix 氏）と共同で立ち上げの準備中 

・アジア地区加盟国との関係構築 ： 

 各国（主に中、印、豪、シンガポールなどで開催）の ITA 後援行事へ極力出席 

・Muir Wood lecture の講演者調整 

（出席所感） 

・関係各国の情勢を把握できそうな面が強いこと（国際市場に活路を見いだしたい国、インフラ整

備を任せたい国等がある模様） 

・得られる情報は主に「民ベース」であること（基準や要領といった話題は PIARC の方が関係が深

い模様） 

（3） ExCo の開催 

・年 5 回（5 月の ITA 総会、7 月のスイス付近（ITA 本部がジュネーブにある）、秋の ITA Award、冬（12

月頃）、春（3 月頃））を予定 ： 大まかな予定は 1 サイクル年の初回（ITA 総会時）に決定 

・上記以外に随時ウェブ会議が開催（年に 2～3 回、不定期） 

・春と冬の回は各国のボランティアで開催 



３．ITA理事会の構成メンバーと担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


